
第25回

松本市長と車座集会

「みんなの尼活皆議」

市立中学校の学生たちが思う

尼崎の魅力と課題



車座集会って？

・尼崎の未来に向けたまちづくりにつ

いて、語り合い、情報を共有する会

・市役所だけで「まちづくり」を進め

るのではなく、対話（意見交換）を重

ねて、もっと魅力あふれる‘まち‘へ

【これまでの意見交換テーマ】

・市制110周年記念に向けて

・高齢者のいきがいについて

・子育てのしやすさについて など



尼崎のプロフィールを簡単に

66.9% 91.6%



こうした奄美群島と尼崎市の「つながり」をより一層深め、

両者のさらなる発展に資する新たな交流の取組として、

AMAフレンドシップ事業を開始

奄美群島は1953年にアメリカから独立し、2023年で独立70周年を迎えました。

一方、尼崎市には戦前より繊維・製鉄所関連の企業が進出し、戦後から

高度経済成長期（1950年代半ば～）の工業発展に伴い、奄美群島の方々が尼崎を訪れ、

定住されるようになりました。

現在では、約４５万人の尼崎市民のうち、４万人を超える方が奄美にルーツを

持っていると推測されており、市内では、徳之島町・天城町・伊仙町が主催する

「徳之島祭り」、「瀬戸内町観光物産展」や関西奄美会による様々なイベントが

開催されるなど、これまでからも、奄美群島と尼崎市の交流を深める取組が盛んに

行われています。

「徳之島祭り」

「瀬戸内町観光物産展ｉｎ尼崎」

「奄美～島を彩る植物展」

尼崎奄美民謡愛好会

あま崎

あま美

奄美群島と尼崎市の「つながり」



AMAフレンドシップ事業
令和８年度で２回目

（狙い）
・「シチズンシップ」にもつながる社会力の育
成を目的として奄美群島を訪れ、地元の中学

生と体験プログラム等の機会を通して、次世
代のリーダー育成を目指す。

・地元の文化体験や交流研修を通じて、伝統と
文化を尊重する心を養う。

・豊かな自然に触れ、環境の保全に寄与する態
度を育成する。

（ポイント）
・都市部で生活する尼崎の学生と、雄大な自然
の中で生活する奄美の学生の交流研修を行う。



本日は・・・

みなさんが、尼崎市で生活（学校生活も含めて）する中で感じる

・尼崎の良いところ

・尼崎がもう少しこうなればなぁと思う課題

について発言してもらい意見交換をしましょう
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